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互ニ もーJ2?2D- ちDexpト1/k訂JTp)+･･- flI
ここにkは la)程度の常数､ pは一原子当りの状態密度､2Dはバンドの巾で
pは一定とし､フェル ミ･エネルギーはバン ドの中央 とする. 第-項は伝導電
子の散乱か らくる通常の摂動句.最初の項であり､第二項は束縛状態による下 り
とみなされ るoすでが が負の場合はも -2であろうと推定したが,1)この論








¢=軸 +¢1+ 勉 十･･･ (2)
ここで免は無摂動の基底状態で､伝導電子がフエJt'ミ球をみたし局在スピンが
gz-Sであるような状態､¢liまこれからeleotron-holepairを一つ作っ















と展開するO ここで 轡 は 41のj次の部分oま液 Eは
A-鞄十ち+ち十･･ t5)
と展開するO鞄 .鞄･･ はJについて2･3･･次とするo q) はすでにのべた













玉O- < @onoやo>という解が存在する. この場%(6)はhayleiか Schr8-
dingerの摂観論 と一致するoLかL,:Jが負の場合にはこれよりエネルギーの
低い解があることを示そう｡
そのためt6)のマ ト7)クス .エレメン トを計算するO
そうするとn次の項にはa(i.0g(a/I)ir (0≦ r≦n-1)に比倒した萌が含







がえられるOここで第2､3項はJの2ー 3次 であって丑2'E3はこれに等 し
いとおくO対等の級数は幾何級数と推定されるか ら緒局諾O-<4,0flo晦 >ニ ーa
から
a-2J2p2a(S+1)左log(a/D)i1-2Jplog(a/I)rl t8)
がえられるO これから､すでにのべたようにa-0 とい う解があることが判る｡
Jが正のときはこれが唯-の解であって
互= <¢oHo亀>T 4log2･8(S+1)J2β2D+o(J3p3) tg)
となって叫 eigh-Schradinger と一致するc LかLJが負のときは
1⊥2Jplog(ZVD)〒2J2928伝+1)log(a/D) -,_(10)
が解をもっ｡最 も強 く発散する項 のみ残す という我々の近似 とCOnSis七enも
-198-























= 2J2p2810g(a/D)(1-2Jplog(a/Tj)r l (I,l
がえられるoここで再び最 も強 く発散する項のみ残 した.不幸にして (ll)か
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